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3月のこよみ

人のうこき（謹綜撃）
人　（i l O．113人　（12）

甥∴∴∴∴4，806　　（－2）

女　　　　5，307　　（＋4）

世幣数　　2．736戸　　　0）

（）的は前月　比

春の交通安全運動　　4月6日一4月15日

百
定
資
産
台
帳
の
従
覧
及
び

百
足
資
産
税
の
納
期
筆
耕

斉
の
変
更
の
お
知
－
宣

税
制
改
正
に
樟
い
、
本
年
度
に
限
り

昭
和
四
十
九
年
度
間
道
資
麗
課
税
台
帳

の
徒
党
並
び
に
固
定
賞
辞
税
の
納
期
第

一
期
分
を
次
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま

す
の
で
、
蘭
係
者
は
何
期
胸
中
に
閲
覧

さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
固
定
資
漫
課
税
台
帳
の
従
覧
期
間

4
月
目
口
か
ら
4
月
3
0
日
ま
で
。

－
、
従
婿
場
所

役
場
住
民
課
税
務
係

一
、
徒
党
時
間

九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
（
日
曜
、

祭
日
、
上
喉
日
の
牛
後
を
除
く
）

川
、
固
定
資
穂
税
納
期
の
第
一
期
分
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

5
月
日
日
か
ら
5
月
2
5
日
ま
で
。

国
民
健
康
保
険
証
の
切

替
に
つ
い
て

来
る
四
月
一
円
か
ら
遠
賀
町
国
民
健

康
保
険
証
を
新
し
い
保
険
証
と
切
替
へ

ま
す
の
で
、
次
の
日
時
に
各
公
民
館

へ
、
旧
保
険
漣
と
印
か
ん
を
持
参
し
て

下
さ
い
。

な
お
、
人
員
及
び
記
載
事
項
に
変
更

が
あ
り
ま
し
た
ら
当
日
喧
し
出
て
下
さ

狂
犬
病
予
防
注
射
実
施

の
お
知
ら
せ

醐
和
4
9
年
度
春
期
狂
犬
舶
予
防
注
射

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
犬

を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
か
な
ら
ず
受
け

て
下
さ
い
。

∵
実
施
日
時
及
び
場
所

四
月
一
日
（
月
）

1
0
時
～
Ⅱ
時
5
0
分

虫
時
津
公
民
館

1
3
時
5
0
分
－
1
6
時

浅
木
小
学
校
講
堂

閃
月
二
日
（
火
）

1
0
時
－
日
時
0
0
分

1
3
時
5
0
分
－
1
6
時

遠
賀
刑
公
良
館

－
、
手
数
料

r
T
　
′
l
 
r
L
‖
i

愛
の
献
血
日
の
お
知
ら
せ

不
時
の
災
書
や
病
気
な
ど
に
ょ
る
、

血
液
の
必
要
が
最
近
目
立
っ
て
多
く
な

り
ま
し
た
。

献
血
は
他
人
の
た
め
、
自
分
の
た
め

に
是
非
、
参
加
下
さ
る
よ
う
お
経
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
献
血
に
参
加
い
た
だ
い
て
い

ま
す
と
、
万
一
、
本
人
、
家
族
の
力
に

血
液
の
必
要
を
生
じ
た
時
は
全
血
液
を

確
保
い
た
し
ま
す
。

献
血
日
　
一
月
一
∵
十
八
円
（
木
一

時
∴
闘
　
　
牛
浦
十
時
－
牛
後
四
時

場
　
所
　
　
印
公
民
館
広
嗣

献
血
出
来
る
人
　
十
六
才
－
六
十
可
才

※
　
会
場
に
於
て
血
圧
、
血
沈
等
の
関

係
で
献
血
出
来
な
か
っ
た
方
で
も
、
万

一
の
場
合
の
血
液
確
保
を
行
い
ま
す
。

第
一
回

遠
賀
町
身
障
者
体
育
会

ハ
ラ
リ
ン
ビ
ッ
ク
で
お
な
じ
み
の
身

階
客
体
再
入
会
を
本
町
で
も
左
記
に
よ

り
閲
搬
し
ま
す
。
町
民
の
皆
様
も
当
日

は
絶
大
な
る
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す

主
催
　
遠
賀
叩
身
体
随
喜
着
通
全
会

遠
賀
町
体
育
協
会

一
、
期
日
　
4
9
年
4
月
1
4
日
　
9
時

二
、
場
所
　
遠
賀
中
学
校

全
国
緑
化
短
所

桃
の
節
句
、
耳
の
‖

消
防
社
食
‖

国
際
購
入
デ
ー

春
分
の
日

放
送
記
念
日
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あせ一つ　ている　　今があなたの　　赤信号

〝
愛
児
を
守
る
の
は
お
母
さ
ん
／

あ
　
な
　
た
自
身
で
　
す
〝

一
、
幼
児
の
事
故
は
馬
親
の
責
任
で
す

幼
児
は
革
故
に
対
し
、
ま
っ
た
く
無

防
閲
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
す
。
こ
ん

な
幼
児
を
交
通
の
は
げ
し
い
道
路
で
遊

ば
せ
た
り
、
ひ
と
り
歩
き
さ
せ
た
り
し

て
事
故
に
な
っ
た
場
合
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
責
任
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ま
っ
さ

き
に
琵
任
を
と
わ
れ
る
の
は
、
お
母
さ

ん
、
あ
な
た
自
身
で
す
。

二
、
幼
児
の
交
通
事
故
と
そ
の
対
策

1
、
幼
児
の
交
通
事
故
の
特
徴

こ
こ
数
年
問
の
幼
児
の
交
通
事
故
に

つ
い
て
お
お
よ
そ
の
特
徴
を
述
べ
る

と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

用
　
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
が
交
通
事
故

に
あ
い
や
す
い
。

三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
幼
児
が
交
通

疎
放
に
あ
う
率
は
、
小
学
生
の
二
倍
以

上
に
な
っ
て
い
ま
す
e
 
C
の
こ
と
は
、

死
亡
、
負
燐
の
両
方
に
つ
い
て
あ
て
は

ま
り
ま
す
。

㈲
　
午
後
二
時
か
ら
年
後
六
時
ま
で
が

多い。
時
間
帯
で
み
る
と
、
牛
後
一
一
時
か
ら

牛
後
六
時
ま
で
の
間
、
と
く
に
午
後
四

時
前
後
に
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
間
帯
は
、
交
通
量
も
多
く

幼
児
は
遊
び
に
夢
中
に
な
り
、
母
親
も

家
頭
に
忙
し
く
て
こ
ど
も
の
こ
と
に
注

意
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
か
ら
で
す
。
ま

た
、
岡
日
勤
に
み
る
と
、
七
曜
と
日
曜

に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

㈲
　
自
宅
付
近
に
多
い
。

自
宅
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
内
の
近
い
と

こ
ろ
で
の
交
通
事
故
が
約
六
割
、
五
百

メ
ー
ト
ル
以
内
で
の
交
通
事
故
が
約
八

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

㈹
　
「
と
び
出
し
」
に
よ
る
も
の
が
多

原
因
別
に
み
る
と
、
「
と
び
出
し
」

に
よ
る
も
の
が
約
八
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
次
い
で
、
「
革
の
頂
前
、
彊
後
の

横
断
」
、
「
幼
児
の
ひ
と
り
歩
き
」
、

「
路
上
遊
戯
の
頓
と
な
っ
て
い
ま
す
。

㈲
　
保
醒
者
が
同
伴
中
も
多
い
。

幼
児
の
歩
行
中
の
交
通
事
故
の
う

ち
、
幼
児
が
ひ
と
り
で
歩
い
て
い
る
と

き
起
こ
っ
た
も
の
が
半
分
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
親
な
ど
の
保
護
者
が
同

伴
中
に
起
こ
っ
て
い
る
の
か
全
体
の
四

分
の
一
以
上
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

2
、
幼
児
の
交
通
安
全
対
策

幼
児
の
交
通
導
故
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
遊
び
場
や
信
号
機
、
旗
断
歩
道
橋

と
い
っ
た
交
通
安
全
施
設
を
ふ
や
し
た

り
、
交
通
違
反
を
取
り
締
ま
っ
た
り
す

る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
じ
ゅ
う
う
ぷ
ん
で
あ
り
ま
せ
ん
。
午

後
二
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
問
や
自

宅
付
近
で
交
通
部
故
が
多
く
趣
き
て
い

る
こ
と
、
ひ
と
り
歩
き
の
と
き
だ
け
で

な
く
、
保
護
者
同
伴
中
に
も
多
く
起
き

て
い
る
こ
と
は
、
親
互
と
の
保
護
者
が

不
注
憲
で
あ
っ
た
り
無
関
心
で
あ
っ
た

り
す
る
こ
と
に
も
大
き
な
原
因
が
あ
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
幼
児
の
交
通
郵
政

防
止
は
、
ま
ず
親
な
ど
の
保
護
者
の
務

め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
さ
ら
に
社
会
一
般
の
お
と
な
が
幼

い
生
命
を
守
る
と
い
う
気
詩
を
も
つ
こ

と
が
大
切
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
交
通
事
故
を
恐
れ
る
あ
ま

り
、
幼
児
を
「
車
か
ら
遠
ざ
け
さ
え
す

れ
ば
よ
い
」
、
「
た
だ
外
へ
出
さ
な
け

れ
ば
よ
い
」
と
い
う
考
え
を
も
つ
こ
と

は
、
そ
の
子
を
か
え
っ
て
不
幸
に
お
と

し
い
れ
る
も
の
と
な
り
暮
す
。

交
通
の
き
ま
り
を
守
る
こ
と
を
幼
い

と
き
か
ら
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
は
、

そ
の
手
の
生
命
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

お
と
な
に
な
っ
た
と
き
に
社
会
に
適
応

で
さ
る
基
礎
づ
く
り
と
も
な
る
の
で

す
。
二
歳
以
下
の
幼
い
こ
ど
も
に
つ
い

て
は
、
親
が
保
護
す
る
こ
と
が
中
心
と

な
り
ま
す
が
、
三
歳
ぐ
ら
い
に
な
る
と

簡
単
は
こ
と
が
ら
を
教
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
か

ら
交
通
安
全
教
育
を
行
う
こ
と
は
、
幼

い
生
命
を
守
る
た
め
、
今
日
ぜ
ひ
と
も

必
要
な
こ
と
で
す
し
、
親
、
幼
稚
園
・

保
育
所
、
さ
ら
に
は
地
域
社
会
全
体
の

お
と
な
の
務
め
で
す
。
幼
児
の
と
き
に

正
し
い
交
通
の
き
ま
り
を
身
に
つ
け
る

こ
と
は
、
交
通
規
則
を
守
る
歩
行
者
、

遜
転
者
、
社
会
人
と
な
る
基
礎
と
も
な

る
の
で
す
。
幼
児
の
交
通
安
全
教
育
は

幼
児
の
生
命
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
社

会
全
体
の
交
通
事
故
防
止
に
も
つ
な
が

る
の
で
す
。

精
神
薄
弱
児
（
者
）
療

育
手
帳
制
度
の
実
施
に

つ
い
て

今
回
、
国
に
於
て
鮨
柏
薄
弱
児
（
者
）

の
福
祉
の
充
実
を
は
か
り
、
一
貸
し
た

指
導
相
談
が
行
わ
れ
ろ
よ
う
に
す
る
た

め
、
諒
育
手
帳
制
度
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
該
当
児
（
者
）
の

脂
常
に
お
か
れ
ま
し
て
は
手
帳
由
講
手

続
を
行
っ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

語

申
請
場
所
　
　
役
揚
厚
生
課
福
祉
係

持
参
品
　
　
　
イ
ン
カ
ン

尚
療
育
手
帳
所
有
に
は

一
、
特
別
児
垂
扶
護
手
当

二
、
心
身
階
書
扶
糞
共
済

三
、
国
税
地
方
税
の
讃
控
除

四
、
N
H
K
受
信
料
の
免
除

等
の
該
当
者
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
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、
、
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I
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I
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I
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、
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I
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、
、
売

〝
遠
賀
町
剣
道
教
室
総
会
〃

〝
の
お
知
ら
せ
　
　
－

予
．
I
I
、
、
．
、
～
I
I
．
、
～
、
I
I
、
、
、
、
、
－
－
．
、
．
～
I
I
．
．
－
i
、
．
）

三
月
二
十
四
日
（
日
）
午
後
一
時
か

ら
町
公
民
館
に
於
て
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、
こ
父
兄
の
方
は
全
員
こ

出
席
下
さ
い
、
新
規
加
入
希
望
の
方
も

当
日
お
子
様
同
伴
で
ご
出
席
下
さ
い
。

尚
午
後
二
時
か
ら
中
学
三
年
生
の
お

別
れ
剣
道
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

動
　
卓
球
教
室
生
徒
募
集
　
～

シ
、
、
、
－
－
”
、
．
、
”
I
I
、
、
．
、
、
I
I
”
、
”
、
、
I
I
．
、
”
、
、
i
l
）

卓
球
の
好
き
な
小
中
学
生
の
皆
さ

ん
、
毎
週
日
曜
日
午
後
二
時
か
ら
遠
賀

中
学
校
諮
堂
で
練
習
を
し
て
お
り
ま

す
。
あ
な
た
も
練
習
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

会
費
は
現
在
毎
月
五
百
円
で
す
が
、

四
月
一
日
か
ら
は
毎
月
百
円
に
い
た
し

ま
す
。
希
望
者
は
町
教
育
委
民
会
若
し

く
は
練
習
日
練
習
会
場
で
宙
接
申
込
ん

で
下
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談
日
の

お
知
ら
せ

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
所
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
、

家
踵
の
問
題
、
人
権
問
題
、
そ
の
他
日

頃
心
配
ご
と
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に
相

談
に
お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
時
　
三
月
二
十
五
日
（
月
）

午
後
一
時
～
四
時
迄

場
所
　
町
公
民
館
広
間

－
1
－
宴
葛
I
I
i
l
－
－

寄

付

お

礼

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
機
会
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封

故
浦
塚
徳
治
様

（
広
漠
）
　
浦
琢
睦
子
　
頼

政
柴
田
盟
年
様

（
松
ノ
木
）
柴
田
別
珍
∴
殿


